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編集後記 

 

▶最近，地域のフレイル予防や介護予防に関わる中で，「作業療法をご存知ですか？」と尋ねると，

多くの方がその存在を知らないという現実に直面します．この認知度の低さは，私たち作業療法士

の課題です．しかし，本誌に掲載された地域での実践や研究報告の増加は着実に進展を示していま

す．「第四次作業療法 5 ヵ年戦略（2023─2027）」を契機に，地域包括ケアシステムにおける作業

療法の重要性をさらに広めていく必要があります．これからも，一人ひとりの生活に寄り添う作業

療法の実践を通じて，その効果を広め，社会への浸透を図っていきましょう．本誌がその架け橋 

となり，皆様の知識と経験を共有し，さらに発展することを願っています．           （H・M） 

▶ 職場の FDSD 研修会でティーチング・ポートフォリオ・チャート作成ワークショップに参加した．

自身の授業実践を振り返り，教育に対する理念を可視化し，今後の課題や目標を設定するためのも

のである．今回は簡易版で，ペアディスカッションをしながら進めたが，「病院に最初に就職した 

際に，同僚の OT が PT との違いが判らないと悩んでいたが，全然違うと思っていたので，全く共

感できずにいた」というエピソードを思い出した．振り返ると，そう思えていたのは大学で作業療法

の歴史や理論などを学んでいたからであり，大学院のゼミで OT の大先輩に混ざって自由に発 

言できる雰囲気のディスカッションを経験していたからだということに気が付いた．作業療法教育

における自身の理念や方向性が明確になった経験であった．研究に関して，同様のことをしてみて

も面白いかもしれない．                                      (S・Y） 


